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「
め
ざ

せ
ゴ
ー
ル
ー

」

（
第

二

十

五

回

）

２
０
０
２
　
Ｆ
ＩＦ
Ａ
ワ

ー

ル

ド

カ

ッ
プ

が

も

う

す

ぐ

始

ま

る

。
今

回

の

大

会

は

日

韓

共

催

と

い
う

史

上

初

の

ス

タ
イ
ル
だ
。
全
国
各
地
で
は

外
国
チ
ー
ム
を
迎
え
、マ
ス

コ
ミ

も
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
き
た
。

日
本
の
サ
ッ
カ
ー
で
、

歴
史
に
残
る
も
の
を

記
し
て
み
よ
う
。

言
Ｓ

年
の
ベ
ル
リ

ン
大
会
で
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
を
破
っ
た
「
ベ
ル

リ
ン
の
奇
跡
」
、
釜
本

邦
茂
の
活
躍
に
よ
る

言
畠

年
メ
キ
シ
コ
五

輪
の
銅
メ
ダ
ル
、
言
Ｓ

年
ロ
ス
タ
イ
ム
に
イ
ラ
ク

と
引

き
分
け
た
「
ド
ー
ハ

の
悲
劇
」
、
言
§

年
に
ブ
ラ

ジ
ル
を
破
っ
た
「
マ
イ
ア
ミ
の
奇
跡
」

な

ど
が
思

い
出

さ

れ
る

。

さ
て

、
サ
ッ
カ

ー
の

世

界

的

な

人

気

を

、
私

は
肌

で

感

じ

た
こ
と

が

あ

る

。
ち
ょ
う

ど
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

時

期

に

フ
ラ
ン
ス
の
ニ

ー
ス

を

訪

れ

た

と

き

の
こ

と

。
ホ
テ

ル
も

町

中

も

サ

ッ
カ

ー
一
色

。
現

地

人

も

旅

行

客

も

関

係

な

し

、
朝

か
ら

晩

ま
で

サ
ッ
カ

ー
談

義

で

沸

き

返
っ
て

い
る

。
や

は

り

最

も

ポ
ピ
ュ
ラ

ー
な

ス

ポ

ー
ツ

な

の
だ

と

実

感
し

た
の
で

あ
っ
た

。

訪

仏

の

目

的

は

、
第
９

回

国

際

内

分

泌

学

会

で

発

表

す

る

た
め

だ
っ
た

。
分

厚

い
プ
ロ

グ
ラ

ム
を

受

け

取
っ
た

と

き

に
ハ
タ

と

気

が

つ

い

た

。
専

門

用

語

で

恐

縮

だ

が

、

表

紙

に

ｚ

三

Ｊ

一
コ
冨
「
‐

コ
ａ
ｌ
ｌｏ
ｎ
ａ
ｌ
 ｕ

ｏ
ｎ

９
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ

ｏ

ｆ
　
Ｅ
ｎ
ｄ
ｏ
ｃ
ｒ
i
n
o
l〇
ｉ

と

印

刷

し

て

あ

る

。

頭

文

字

が

ニ

ー

ス

（
ｚ

一
〇
‐

ｍ

）
に

な

っ

て

い

る

。

す

ご

Ｉ

く

気

の

き

い

た

洒

脱

な

ユ

ー

モ

ア

だ

。
こ

の

洒

落

に
負

け
な
い
よ

う
に

、

カ
タ
カ
ナ
で
対

戦

し
て
み
る

。

「
ワ
イ
ル
ド
な

ル
ー
プ
シ
ュ
ー
ト

は

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

ガ
ー
ド
も

堅

く

プ
レ
イ
し

よ
う

ぜ
」

（
医

学

博

士
・
内

科

医

師

）
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